
 

越生町空き家成約奨励金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、町内の空き家の有効活用及び越生町空き家バンク制度

実施要綱（令和３年第４号）による空き家バンク制度の普及促進並びに店

舗の有効活用による商業及び地域の活性化を図るため、移住希望者若しく

は町内在住者又は出店希望者が空き家を利用する場合において、当該空き

家の提供者に対し、予算の範囲において空き家成約奨励金（以下「奨励金」

という。）を交付することについて、越生町補助金等交付規則（昭和５４

年規則第８号）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定

めるところによる。 

（１） 空き家 越生町空き家バンク制度実施要綱第２条第１号に規定 

する空き家をいう。 

（２） 登録者 自ら所有する空き家を、空き家バンクに登録している者

をいう。 

（３） 移住希望者 本町以外から本町に転入しようとする者をいう。 

（４） 町内在住者 本町に住所を有する者をいう。 

（５） 出店希望者 本町で商業等を行おうとする者をいう。 

（交付対象者） 

第３条 奨励金の交付の対象となる者（以下「交付対象者」という。）は、

奨励金の交付を申請した日において、次に掲げる要件を全て満たしていな

ければならない。 

（１） 登録者であること。 

（２） 移住希望者若しくは町内在住者又は出店希望者との間で空き家に

ついて売買契約を行っていること。 

（３） 前号の移住希望者若しくは町内在住者又は出店希望者が交付対象

者の３親等以内の親族でないこと。 

（４） 第２号の空き家は登録者又はその親族が１０年以上所有している

こと。 

（奨励金等） 

第４条 奨励金の額は、５万円とする。 

２ 奨励金は、交付対象となる空き家に対し、１回に限り交付するものとす

る。 

（奨励金の交付申請） 



 

第５条 奨励金の交付を希望する交付対象者は、越生町空き家成立奨励金交

付申請書（様式第１号）に、次に掲げる書類を添えて、町長に提出しなけ

ればならない。 

（１） 空き家の売買契約に係る契約書の写し 

（２） 誓約書（様式第２号） 

（３） その他町長が必要と定める書類 

（交付の決定） 

第６条 町長は、前条の規定による奨励金の交付申請があったときは、当該

申請に係る内容を審査し、奨励金の交付を適当と認めたときは、越生町空

き家成約奨励金交付決定通知書（様式第３号）により申請者に通知するも

のとする。 

（奨励金の交付請求） 

第７条 前条の規定による奨励金の交付決定の通知を受けた者が奨励金の交

付を請求しようとするときは、越生町空き家成約奨励金交付請求書（様式

第４号）を町長に提出しなければならない。 

（奨励金の返還等） 

第８条 町長は、奨励金の交付を受けた者が奨励金の交付申請時に提出した

書類に偽りその他不正があったときは、既に交付した奨励金の全部又は一

部の返還を命ずることができる。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。  

附 則 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。  

 


